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英語論文部門

【要旨】 

レット症候群

protein 2 (MECP2)

われる 115

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、

を、8 名(10.4%)

告されている既知の責任遺伝子

(MAST3, ATP6

MAST3 のバリアント

のタンパク質機能ドメイン上の相同位置のバリアント

出されており、病原性を支持するデータと考えられた。

 

Case report

【要旨】 

小児急性骨髄性白血病

methyltransferase 2A (KMT2A)

られている。今回我々は、転座相手が不明な

用いて KMT2A

導入不能例のため造血幹細胞移植を要したことなどを報告した。

近報告された

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。

【

英語論文部門

 

レット症候群(RTT)は、退行を主症状とする神経発達疾患であり、典型的

protein 2 (MECP2)の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

115 例に対して、

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、

(10.4%)で病原性

告されている既知の責任遺伝子

(MAST3, ATP6V01, USP8, NCOR2)

のバリアント[c.1549G>A, p.(Gly517Ser)]

のタンパク質機能ドメイン上の相同位置のバリアント

出されており、病原性を支持するデータと考えられた。

ase report 部門

 

小児急性骨髄性白血病

methyltransferase 2A (KMT2A)

られている。今回我々は、転座相手が不明な

KMT2A–USP2 を同定し、

導入不能例のため造血幹細胞移植を要したことなどを報告した。

近報告された KMT2A 転座相手遺伝子であり、

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。

【2019

英語論文部門 

は、退行を主症状とする神経発達疾患であり、典型的

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

例に対して、MECP2 の

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、

で病原性 CNV(コピー数変化

告されている既知の責任遺伝子 28

V01, USP8, NCOR2)

[c.1549G>A, p.(Gly517Ser)]

のタンパク質機能ドメイン上の相同位置のバリアント

出されており、病原性を支持するデータと考えられた。

部門 

小児急性骨髄性白血病(AML)は細胞遺伝学的にヘテロな疾患であり、

methyltransferase 2A (KMT2A)遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

られている。今回我々は、転座相手が不明な

を同定し、G

導入不能例のため造血幹細胞移植を要したことなどを報告した。

転座相手遺伝子であり、

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。

9 年 Best Paper

は、退行を主症状とする神経発達疾患であり、典型的

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

の SNV(一塩基バリアント

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、

コピー数変化)を検出し、全体の診断率は

28 個において病的バリアントを検出しただけでなく、

V01, USP8, NCOR2)で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

[c.1549G>A, p.(Gly517Ser)]

のタンパク質機能ドメイン上の相同位置のバリアント

出されており、病原性を支持するデータと考えられた。

は細胞遺伝学的にヘテロな疾患であり、

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

られている。今回我々は、転座相手が不明な KMT2A

G 分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

導入不能例のため造血幹細胞移植を要したことなどを報告した。

転座相手遺伝子であり、

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。
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Best Paper

 

は、退行を主症状とする神経発達疾患であり、典型的

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

一塩基バリアント

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、

を検出し、全体の診断率は

個において病的バリアントを検出しただけでなく、

で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

[c.1549G>A, p.(Gly517Ser)]については、同じキナーゼファミリーに属する

のタンパク質機能ドメイン上の相同位置のバリアント[c.1528G>A, p.(Gly510Ser)]

出されており、病原性を支持するデータと考えられた。 

は細胞遺伝学的にヘテロな疾患であり、

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

KMT2A 再構成陽性乳児

分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

導入不能例のため造血幹細胞移植を要したことなどを報告した。

転座相手遺伝子であり、KMT2A-USP2

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。

Best Paper 受賞論文】

は、退行を主症状とする神経発達疾患であり、典型的

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

一塩基バリアント)のスクリーニングを行い、その陰性症例

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、

を検出し、全体の診断率は

個において病的バリアントを検出しただけでなく、

で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

については、同じキナーゼファミリーに属する

[c.1528G>A, p.(Gly510Ser)]

 

は細胞遺伝学的にヘテロな疾患であり、

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

再構成陽性乳児

分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

導入不能例のため造血幹細胞移植を要したことなどを報告した。Ubiquitin

USP2 陽性 AML

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。

受賞論文】

は、退行を主症状とする神経発達疾患であり、典型的 RTT は、

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

のスクリーニングを行い、その陰性症例

例に対して、全エクソーム解析による網羅的遺伝子解析を行った。その結果、39 名

を検出し、全体の診断率は 61.0%であった。これまでに報

個において病的バリアントを検出しただけでなく、

で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

については、同じキナーゼファミリーに属する

[c.1528G>A, p.(Gly510Ser)]

は細胞遺伝学的にヘテロな疾患であり、15-20%

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

再構成陽性乳児 AML に対して

分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

Ubiquitin-specific protease 2 (USP2)

AML の臨床経過や予後は知られてお

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。

受賞論文】 

は、Methyl-CpG

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に

のスクリーニングを行い、その陰性症例

名(50.6%)で病原性

であった。これまでに報

個において病的バリアントを検出しただけでなく、4 つの新規遺伝子

で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

については、同じキナーゼファミリーに属する

[c.1528G>A, p.(Gly510Ser)]が、他の RTT

20%は lysine (K)

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

に対して RNA シーケンスを

分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

specific protease 2 (USP2)

の臨床経過や予後は知られてお

らず、今後のリスク層別化や治療戦略の向上のために症例の蓄積が重要である。 

CpG-binding 

の病的バリアントが原因となることが知られている。本研究では、臨床的に RTT が疑

のスクリーニングを行い、その陰性症例 77

で病原性 SNV

であった。これまでに報

つの新規遺伝子

で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

については、同じキナーゼファミリーに属する MAST1

RTT 症例で検

lysine (K)-specific 

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

シーケンスを

分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

specific protease 2 (USP2)は最

の臨床経過や予後は知られてお

binding 

が疑

77

SNV

であった。これまでに報

つの新規遺伝子 

で、病原性が疑われるバリアントを検出した。特に、新規遺伝子

MAST1

症例で検

specific 

遺伝子再構成を有しており、その予後は相手遺伝子により異なることが知

シーケンスを

分染法などの従来のスクリーニング法では同定できないこと、寛解

は最

の臨床経過や予後は知られてお



日本語論文部門

【要旨】 

食物アレルギー患者の増加に伴い、エピペン

5 月 1 日から

方視的に検討した。結果、アナフィラキシー既往のあるエピペン

方後にアナフィラキシーを起こした例は

○R 使用例は

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

タイミングがわからない、実際の現場にエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

具体的な指導の継続が必要と考える。

 

日本語論文部門

 

食物アレルギー患者の増加に伴い、エピペン

日から 2017 年 3

方視的に検討した。結果、アナフィラキシー既往のあるエピペン

方後にアナフィラキシーを起こした例は

使用例は 8 例(40%)、エピペン

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

タイミングがわからない、実際の現場にエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

具体的な指導の継続が必要と考える。

日本語論文部門 

食物アレルギー患者の増加に伴い、エピペン

3 月 31 日に当科外来でのエピペン

方視的に検討した。結果、アナフィラキシー既往のあるエピペン

方後にアナフィラキシーを起こした例は

、エピペン○R の適正使用かつ救急要請できた例は

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

タイミングがわからない、実際の現場にエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

具体的な指導の継続が必要と考える。

食物アレルギー患者の増加に伴い、エピペン○R

日に当科外来でのエピペン

方視的に検討した。結果、アナフィラキシー既往のあるエピペン

方後にアナフィラキシーを起こした例は 20 例、エピペン

の適正使用かつ救急要請できた例は

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

タイミングがわからない、実際の現場にエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

具体的な指導の継続が必要と考える。 
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○R の処方例は増加傾向が、適切な使用例は少ない。

日に当科外来でのエピペン○

方視的に検討した。結果、アナフィラキシー既往のあるエピペン

例、エピペン○

の適正使用かつ救急要請できた例は

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

タイミングがわからない、実際の現場にエピペン○R の持ち合わせがない等だった。当科ではエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

の処方例は増加傾向が、適切な使用例は少ない。

○R の処方および使用実態を調査し、問題点を後

方視的に検討した。結果、アナフィラキシー既往のあるエピペン○R 所持患者

○R 処方後初回のアナフィラキシーでのエピペン

の適正使用かつ救急要請できた例は

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

の持ち合わせがない等だった。当科ではエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

の処方例は増加傾向が、適切な使用例は少ない。

の処方および使用実態を調査し、問題点を後

所持患者 129 名のうち、エピペン

処方後初回のアナフィラキシーでのエピペン

の適正使用かつ救急要請できた例は 3 例(15%)だった。エピペン

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

の持ち合わせがない等だった。当科ではエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

の処方例は増加傾向が、適切な使用例は少ない。

の処方および使用実態を調査し、問題点を後

名のうち、エピペン

処方後初回のアナフィラキシーでのエピペン

だった。エピペン

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

の持ち合わせがない等だった。当科ではエピペン

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

  

の処方例は増加傾向が、適切な使用例は少ない。2010 年

の処方および使用実態を調査し、問題点を後

名のうち、エピペン○R 処

処方後初回のアナフィラキシーでのエピペン

だった。エピペン○R 使用

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

の持ち合わせがない等だった。当科ではエピペン○R 再

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる

 

年

の処方および使用実態を調査し、問題点を後

処

処方後初回のアナフィラキシーでのエピペン

使用

例の半数は医療関係者あるいは医師の指示のもとでの使用だった。使用できなかった理由は、使用する

再

処方時に、遭遇しうる発症のタイミングを想定しシミュレーション訓練を施行しており、今後さらなる
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【学位取得】 

 

岩間一浩  第 1604 号（甲） 

Identification of novel SNORD118 mutations in seven patients with leukoencephalopathy with 

brain calcifications and cysts. 

（頭蓋内石灰化と嚢胞を伴う白質脳症の 7 患者で同定された新規 SNORD118 変異） 

 

釼持孝博 第 1594 号(乙) 

Antenatal Administration of Betamethasone Contributes to Intimal Thickening of the Rat Ductus 

Arteriosus. 

（ラット母体への分娩前ベタメタゾン投与が 動脈管内膜肥厚に与える作用の検討） 
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【表彰】 

 

伊藤秀一：Best Doctors in Japan，ベストドクターズ，2019． 

 

Jin H, Fujita T, Jin M, Kurotani R, Hidaka Y, Cai W, Suita K, Prajapati R, Liang C, Ohnuki Y, 

Mototani Y, Umemura M, Yokoyama U, Sato M, Okumura S, Ishikawa Y: Poster (PSJ Awards 

Presentations ／ 9th Hiroshi and Aya Irisawa Memorial Award for Excellent Papers on Research 

in Circulation in The Journal of Physiological Sciences). Epac activation inhibits IL-6-induced 

cardiac myocyte dysfunction. The 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies 

Congress, Kobe, 2019, 3.  

 

Motoi H, Jeong JW, Juhász C, Miyakoshi M, Nakai Y, Sugiura A, Luat AF, Sood S, Asano E: 神戸ポ

ートピア賞（優秀ポスター賞）受賞．Localization of the epileptogenic zone by measuring statistical 

deviation of modulation index from the normative mean. 第 53 回日本てんかん学会学術集会，神戸, 

2019, 11. 

 

Saito J, Yokoyama U, Ishikawa Y: Oral presentation1 (Award); 2019．Role of endothelial cells in the 

ductus arteriosus remodeling. The 3rd Taiwan-Korea-Japan Joint Congress on Neonatology, 

Kagoshima, 2019, 11. 

 

Shioya H, Tadaki H, Yamazaki F, Miyamoto M, Yoshihara S, Enseki M, Tabata H, Hirai K, Furuya 

H, Kato M, Mochizuki H: Top 5 posters 受賞．Characteristics of breath sound in infants with risk 

factors for asthma development. International congress on pediatric pulmonology XVIII, Chiba, 

2019, 6. 

 

小堀大河：若手医師フォーラム最優秀演題賞．A birth cohort study to identify biomarkers fortolerance 

or allergy to food in infancy．Tolerance or Allergy Immunoglobulin Affinity (TAIGA)study，第 73 回

国立病院総合医学会，Nagoya，2019．11． 

 

成相昭吉：優秀演題賞．経胎盤感染による致死的早発型新生児エコーウイルス 11 感染症．第 44 回山陰

感染症科化学療法研究会，2019，11． 

 

西村謙一：Young Investigator Award．免疫抑制薬使用中のリウマチ性疾患患者に対する弱毒生ワクチ

ンの前方視的研究．第 51 回日本小児感染症学会総会・学術集会，旭川，2019，10．  
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【原著論文】 

 

Abe H, Nakamura T, Yoshitomi M, Enaka M, Tateishi K, Shiba N, Yamanaka S, Yamamoto T: The 

Usefulness of Straight Chemotherapy for Dermal Exposed Anaplastic Lymphoma Kinase 

Fusion-Positive Anaplastic Large-Cell Lymphoma with Intracranial Invasion. Asian J Neurosurg, 

14(4): 1218–1221, 2019.  

 

Cai W, Fujita T, Hidaka Y, Jin H, Suita K, Shigeta M, Kiyonari H, Umemura M, Yokoyama U, 

Sadoshima J, Ishikawa Y: Translationally controlled tumor protein (TCTP) plays a pivotal role in 

cardiomyocyte survival through a Bnip3-dependent mechanism. Cell Death Dis, 10(8): 549, 2019. 
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若宮卓也，杉山隆朗，野木森宜嗣，加藤昭生，小野 晋，金 基成，柳 貞光，上田秀明：小児の完全

房室ブロック患者の運動耐容能に関する検討．第 55 回日本小児循環器学会総会・学術集会，札幌，2019，

7． 

 

若宮卓也，杉山隆朗，野木森宜嗣，加藤昭生，田村義輝，小野 晋，金 基成，柳 貞光，上田秀明，

狩野佑介，佐藤杏莉：診療支援システムを用いた急性心不全の予測 ～第 2報～．第 55 回日本小児循環

器学会総会・学術集会，札幌，2019，7． 

 

若宮卓也，水野雄太，杉山隆朗，池川 健，河合 駿，小野 晋，金 基成，柳 貞光，上田秀明：RV 

only pacing により右室機能不全の改善が期待出来る，ファロー四徴症、肺動脈弁置換後の 1 例．第 24

回日本小児心電図学会，愛媛，2019，11． 

 

渡辺重朗，菅谷健太，黒田浩行，中野裕介，鉾碕竜範，岩本眞理：Incessant に出現した左下肺静脈起

源心房細動の 13 歳女児例．第 24 回日本小児心電学会学術集会，松山，2019，11． 

 

渡邉直人，磯崎 淳，安藤枝里子，荒井一徳，牧野荘平，中村陽一：未成年者のいる家庭における新型

タバコ（加熱式または電子タバコ）の使用に関するアンケート調査．第 13 回日本禁煙学会学術総会，

山形，2019，11． 

 

渡辺好宏，坂本正宗，大山宜孝，武下草生子：けいれん重積型(二相性)急性脳症後のてんかん発症に関

する検討．第 61 回日本小児神経学会学術集会，名古屋，2019，5． 

 

渡辺好宏，山本亜矢子，大山宜孝，武下草生子：小児科でのラコサミド使用例の検討．第 53 回日本て

んかん学会学術集会，神戸，2019，10． 
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【研究助成金】 

 

伊藤秀一（分）：全身性エリテマトーデスの革新的治療法のための転写因子 IRF５阻害剤の行研究開発． 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）（H29-31 年度），100 万円． 

 

伊藤秀一（分）：自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整備、重症度分類、診察ガイドライン

確立に関する研究．厚労省科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患性疾患政策事業）

（H29-31 年度），50 万円． 

 

伊藤秀一（分）：小児腎領域の希少・難治性疾患群の診察・研究体制の確立．厚労省科学研究費補助金

（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患性疾患政策事業）（H29-31 年度），50 万円． 

 

伊藤秀一（分）：子供の研究と環境に関する全国調査．環境省（エコチル）（H29-R8 年度），9,978 万

円． 

 

伊藤秀一（分）：マルチバイタル柔軟センサと多次元機械学習の連携による予測医療に向けたスマート

ネットワーク基盤の構築．総務省（関東総合通信局）（2019 年度），152.2 万円． 

 

伊藤秀一（代）：新生児用ウェアラブル黄疸計の開発（国立大学法人横浜国立大学・アトムメディカル

㈱との共同研究）（R1-2 年度），110 万円． 

 

伊藤秀一（代）：川崎病における冠動脈拡張合併と補体活性化の関連性の研究．（奨学寄附金）（R1-4

年度），50 万円． 

 

伊藤秀一（代）：小児リウマチ疾患の病態解明と新規検査法・治療法の開発．（奨学寄附金）（R1-4 年

度），70 万円．  

 

伊藤秀一（代）：川崎病における血清尿酸値と臨床症状の解析．（奨学寄附金）（R1-5 年度），100 万

円． 

 

伊藤秀一（代）：小児リウマチ疾患と自然免疫因子に関する研究．（奨学寄附金）（2019 年度），25

万円． 

 

伊藤秀一（代）：小児期発症モルフェアにおけるバイオマーカーの探索．（奨学寄附金）（R1～5 年度），

30 万円． 

 

伊藤秀一（代）：再発難治急性骨髄性白血病におけるエピジェネティクス解析を用いた病態解析及び新

規薬剤標的に関する研究．（奨学寄付金）（R1-5 年度），50 万円． 
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伊藤秀一（代）：血管炎の新規バイオマーカーとしての MYH11 の開発（奨学寄附金）（2019 年度），20

万円． 

 

伊藤秀一（代）：執拗顕微鏡を用いた小児特 h 津製ネフローゼ症候群の蛋白尿漏出メカニズムの解明．

（奨学寄附金）（R1-5 年度），50 万円． 

 

大宅 喬 (代)：メタボローム解析を用いた川崎病における代謝ネットワークの研究．JB 川崎病奨励研

究費，（2019 年度），100 万． 

 

釼持孝博：糖質コルチコイド投与による動脈管リモデリングへの作用の解明．平成 30 年度学術的推進

事業 「研究奨励プロジェクト」・カテゴリ A「若手支援型」(平成 30-31 年度), 200 万． 

 

釼持孝博（代）：母体へのべタメタゾン追加投与が動脈管閉鎖へ与える効果の検討．科学研究費助成事

業（学術研究助成基金助成金）平成 31 年度若手研究，(2019-2020 年度)，429 万． 

 

塩谷裕美(分)：気管支ぜん息の発症、増悪予防に関する調査研究「肺音解析を用いた乳幼児の喘息診断

の研究」．環境再生保全機構委託業務． 

 

西村謙一 (分)：全身性エリテマトーデスの革新的治療法のための転写因子 IRF5 阻害剤の開発．2019 年

度日本医療研究開発機構研究費（AMED）(2017-2019 年度)，0万円（代表者一括）． 

 

西巻 滋（代）：赤ちゃんにやさしい病院における母乳育児ベンチマークの作成．科学研費助成事業 基

盤研究（C）（2016—2019 年），350 万円． 

 

西巻 滋（代）：横浜市立大学附属2病院で出生した母子の母乳率調査（母親の電子端末を使用した研

究）．令和元年度横浜総合医学振興財団医学・医療関連事業助成，（2019-2020年），25万円． 

 

只木弘美(分)：気管支ぜん息の発症、増悪予防に関する調査研究「肺音解析を用いた乳幼児の喘息診断

の研究」．環境再生保全機構委託業務． 

 

辻本信一：RARB 転座陽性急性前骨髄球性白血病の病態解明及び新規標的薬の開発．科学研究費助成事業 

若手研究，(2019-2020 年度)，416 万． 

 

辻本信一：RUNX1-RUNX1T1 陽性小児急性骨髄性白血病における細胞表面抗原とゲノム解析及び予後との

関連の検討． 2019 年度成育医療研究開発費(2019-2020 年度), 200 万． 

 

柴 徳生（代）：難治性小児急性骨髄性白血病のエピゲノム機構の解明．科学研究費助成事業（学術研

究助成基金助成金）基盤研究（C）（2019－2021 年度），429 万円． 
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柴 徳生（分）：網羅的な遺伝子解析を用いた小児がん AML における高精度リスク層別化の確立．国立

研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）革新的がん医療実用化研究事業，300 万円． 

 

柴 徳生（代）：再発難治急性白血病におけるエピゲノム解析．日本血液学会，（2019 年度），100 万

円． 

 

西村謙一 (協)：小児期および成人移行期小児リウマチ患者の全国調査データの解析と両者の異同性に

基づいた全国的「シームレス」診療ネットワーク構築による標準的治療の均てん化（H29-免疫-一般-002）． 

 

西村謙一 (協)：厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患等政策研究事業 (免疫アレルギー疾患等政策研

究事業（免疫アレルギー疾患政策研究分野）)(2017-2019 年度)． 

 

矢内貴憲(分)：乳児期における栄養摂取と湿疹が食物アレルギー感作に及ぼす影響に関する出生コホー

ト研究．(H28-NHO(成育)-01)．国立病院機構 NHO ネットワーク研究． 

 

矢内貴憲(分)：早期新生児期の鶏卵摂取による即時型鶏卵アレルギーの発症予防効果のランダム化比較

試験による検証．(H29-NHO(成育)-02)．国立病院機構 NHO ネットワーク研究． 

 

矢内貴憲(分)：反復喘鳴を呈した1歳児の喘息発症予測フェノタイプに関する研究．(H29-NHO(免疫)-03)．

国立病院機構 NHO ネットワーク研究． 

 

矢内貴憲(分)：牛乳アレルギー発症ハイリスクの乳児に対する発症予防法の確立；多施設共同ランダム

化比較試験 (H29-NHO(免疫)-01)．国立病院機構 NHO ネットワーク研究． 

 

横山詩子（代）：高圧力が拓く移植可能な組織構築技術の開発．日本学術振興会 挑戦的研究（萌芽）

（2017-2020 年度），200 万円． 

 

横山詩子（分）：自律神経による心機能制御．科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019 年度），150

万円． 

 

横山詩子（分）：ファロー四徴症の根治治療を可能にする血管パッチの開発．国立研究開発法人日本医

療研究開発機構（AMED）受託研究費 難治性疾患実用化研究事業（2019 年度），100 万円． 

 

横山詩子（分）：血管病変の指標となるバイオマーカーの開発．国立研究開発法人日本医療研究開発機

構（AMED）受託研究費 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研究事業（2019-2021 年度），200

万円． 

 

横山詩子（分）：再生組織の強度制御法を用いた臍帯由来人工血管の開発．国立研究開発法人日本医療

研究開発機構（AMED）受託研究費 橋渡し研究戦略的推進プログラムシーズＢ（2019-2021 年度），200

万円． 
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横山詩子（分）：胸腺組織を活用する圧力印加組織工学による小児心臓弁の開発．文部科学省/日本学

術振興会 基盤研究（C），70 万円． 

 

横山詩子（分）：Epac1 欠損マウスを用いた骨髄由来細胞の血管内膜肥厚促進機序の解明．文部科学省

基盤研究（C）（2017-2019 年度），20 万円． 

 

横山詩子（分）：大動脈瘤化および大動脈解離発生のメカニズム解明と予防治療の確立．文部科学省基

盤研究（C）（2017-2019 年度），10 万円． 

 

横山詩子（分）：TGF-βの新規制御分子プロスタグランディン受容体 EP4 による心臓線維化抑制．文部

科学省 基盤研究（C）（2019-2021 年度），10 万円． 
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【特許】 

 

特許 6555711 号，令和１年７月１９日登録，非解離性大動脈瘤の疾患活動性の判定方法．横山詩子，石

川義弘，荒川憲昭，吉村耕一（公立大学法人横浜市立大学）． 
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【学会等以外の各種講演】 

 

Togashi H, Shimosato Y, Yoshitomi M, Sasaki K, Takeuchi M, Shiba N, Saida K, Ito S: A girl with 

nephrotic syndrome complicated by catastrophic multiple arterial thrombosis that required 

bilateral above-knee amputation. The 17th China-Japan-Korea Pediatric Nephrology Seminar, 

Hangzhou, 2019, 4. 

 

秋山佳那子，栗田大輔，遠藤美央，小原真奈，正本雅人，和田容輔，柏崎佑輔，田中 晶，増澤雷吾，

安藤枝里子，磯崎 淳：ミャンマー帰国後に発症した腸チフスの 2歳男児例．第 357 回日本小児科学会

神奈川県地方会，横浜，2019， 6． 

 

朱田貴美，矢内貴憲，大山里恵，高島博太，鈴木裕二，小原真奈，伊波勇輝，小形亜也子，髙橋英里佳，

本井宏尚，塩谷祐美，只木弘美，福山綾子，鏑木陽一：再発した仙腸関節炎の一例．第 358 回日本小児

科学会神奈川県地方会，横浜，2019， 9． 

 

安藤枝里子，磯崎 淳，柏崎佑輔，田中 晶，今井祥恵，遠藤美央，上原直子，渡邊直人，中村陽一： 

区の健診を契機に PAE との協力により適切なスキンケアを実施しえた重症アトピー性皮膚炎の 1 例．

第 2回日本アレルギー学会関東地方会，東京，2019，9． 

 

池川 環，大坪みさき，出崎 緑，西山邦幸，坂本正宗，大杉康司，大山宜孝，東 聡美，稲葉 彩，

渡辺好宏，町田裕之，武下草生子，志賀健太郎，吉富誠弘，竹内正宣，柴 徳生，長谷知愛，日比谷孝

志，山中正二，逆井 清，田辺輝彦：退行を契機に診断にいたった Langerhans 細胞組織球症の一例．

第 357 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019， 6． 

 

磯崎 淳，安藤枝里子，柏崎佑輔，田中 晶，遠藤美央，橋場容子，古家 正，渡邉直人，中村陽一：

気管支喘息を疑われていた百日咳の 3例．第 1回日本アレルギー学会関東地方会，東京，2019，3． 

 

磯崎 淳，安藤枝里子，柏崎佑輔，田中 晶，今井祥恵，遠藤美央，橋場容子，古家 正，渡邉直人，

中村陽一：気管支喘息と心因性咳嗽が混在した 10 歳男児例．第 2 回日本アレルギー学会関東地方会，

東京，2019，9． 

 

伊藤秀一：「川崎病診断の手引き：改訂への経緯と今後に向けて」．第 14 回神奈川県川崎病研究会 特

別講演，横浜，2019，2． 

 

伊藤秀一：「小児の血管炎」血管炎の診断と治療の最新情報.難治性血管炎市民公開講座，東京，2019，

2． 
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伊藤秀一：「一般小児科臨床に潜む自己炎症症候群」．令和 1 年度横浜市小児科医会総会及び学術講演

会，横浜，2019，5． 

 

伊藤秀一：「日本におけるパリビズマブの使用に関するコンセンサンスガイドラインの発行について」

シナジス インターネットライブセミナー．横浜，2019，5． 

 

伊藤秀一：一般小児科臨床に潜む自己炎症症候群．令和 1 年度横浜市小児科医会総会及び学術講演会，

横浜，2019，5． 

 

伊藤秀一：「ＲＳウイルスの流行季節の変動と神奈川県におけるパリビズマブ投与の返還」．シナジス 

インターネットライブセミナー，横浜，2019，6． 

 

伊藤秀一：JIA 最近の進歩と課題．乾癬 Expert meeting in 茨城，茨城，2019，6． 

 

伊藤秀一：小児の四肢疼痛の鑑別と診断．第 30 回城北成育医療研究会．東京，2019，7． 

 

伊藤秀一：若年性特発性関節炎～診断と治療の Up to date～．第 28 回福島県リウマチフォーラム，福

島，2019，7． 

 

伊藤秀一：小児腎疾患治療 最新の話題～ネフローゼ症候群を中心に～．第 5回京都腎フォーラム，京

都，2019，8． 

 

伊藤秀一：難治性ネフローゼ症候群へのリツキシマブ療法の開発と実臨床．第 59 回静岡腎セミナー，

静岡，2019，9． 

 

伊藤秀一：若年性特発性関節炎（JIA）Upto date サイトカインからの病態考察．第 5回宮崎県 IL-6 研

究会，宮崎，2019，9． 

 

伊藤秀一：難治性ネフローゼ症候群へのリツキシマブ療法の開発と実臨床．腎臓お内科医Expert Meeting，

埼玉，2019，11． 

 

伊藤秀一：小児科外来におけるかぜの診方 ～正しい所見とれていますか？～ 日本小児科学会 第 9

回インテンシブコース（教育講演），京都， 2019，8． 

 

今井祥恵，安藤枝里子，柏崎佑輔，田中 晶，遠藤美央，橋場容子，古家 正，渡邉直人，磯崎 淳，

中村陽一：不適切な養育環境で発症した重症アトピー性皮膚炎の一例．第 2回日本アレルギー学会関東

地方会，東京，2019，9． 

 

岩本眞理：学校心臓検診でみつけるべき疾患～一次検診心電図からの抽出と診断まで～ 第 11 回秋田

県小児診療スキルアップセミナー，秋田，2019，6． 
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岩本眞理：児童生徒の成長・発達に伴う心電図変化～5 万人のデータからの小児心電図正常値～ 第 17

回お茶ノ水ハートリズム研究会，東京，2019，11． 

 

大杉康司：小児期発症 1 型糖尿病のスムーズなトランジションに向けて考えること．Type-1 DM 

seminar，横浜，2019，6． 

太田 陽，山下舞子，大砂光正，冨樫勇人，高尾知穂，中澤枝里子，杉山弘樹，永嶋早織，山口和子，

斎藤千穂，鈴木徹臣，立石 格， 田中文子：突然の顔面のむくみを主訴に受診した気胸、縦隔気腫、

皮下気腫を認めた 1例．第 356 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，3． 

 

小形亜也子，小林慈典，藤井まどか，小林孝輔，長井真理，大山理恵，中永思蘭，宮田直，矢内貴憲，

鈴木 健，塩谷裕美，矢竹暖子，福山綾子，鏑木陽一：眼所見が診断・治療評価に有用であった ADEM

の一例．第 355 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，2． 

 

尾高真生，佐藤睦美：A 群溶連菌関連小児自己免疫神経精神疾患(PANDAS)の女児例．第 62 回神奈川小

児神経懇話会，横浜，2019，11． 

 

粕谷美帆，大杉康司，西山邦幸，坂本正宗，出崎 緑，大山宜孝，東 聡美，渡辺好宏，稲葉 彩，町

田裕之，武下草生子，志賀健太郎：活気不良を主訴に受診した 1型糖尿病の 9ヵ月女児例．第 355 回日

本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，2． 

 

鏑木陽一：川崎病 up to date ①診断の手引き改訂第 6版， ②横浜医療センターの治療成績 2017-2018

年．第 51 回戸塚区小児疾患研究会，横浜，2019，7． 

 

金子雅人，村瀬絢子，服部成良，大西 愛，西村謙一，原 良紀，伊藤秀一：血球貪食性リンパ組織球

症を合併した発作性寒冷ヘモグロビン尿症の3例．第 357回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019， 

6． 

 

金田美緒，伊藤 萌，伊奈真一郎，江原貴子，中山彰，小張真吾，西澤 崇：徐々に増大する頭部皮下

腫瘤から帽状腱膜下膿瘍の診断に至った一例．第 355 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019， 

2． 

 

亀井宏一，小椋雅夫，松村壮史，加納優治，好川貴久，永田裕子，才田 謙，佐藤 舞，山本かずな，佐

古まゆみ，伊藤秀一，石倉健司：移植腎のプロトコール生検の意義．第 35 回腎移植・血管外科研究会，

岐阜，2019，5. 

 

菊池信行：内分泌疾患のトランジションについて考える．第 110 回新潟内分泌代謝同好会，新潟，2019，

12． 
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栗田大輔，釼持孝博，魚住 梓，西巻 滋，伊藤秀一：一過性溶血性発作を呈した極低出生体重児の一

絨毛膜性二羊膜性双胎の 1 例．第 359 回日本小児科学会神奈川地方会，横浜，2019，11． 

 

黒江崇史，松村壮史，野村 滋，鹿間芳明，今川智之：健常児の皮膚リンパ管型ノカルジア症の一例，

第 355 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，2． 

 

齊藤祐弥，加藤有子，相賀咲央莉，松田卓也，北村宏之，佐藤光則，金沢貴保，川崎達也，関根裕司，

大崎真樹：肺高血圧を伴う百日咳肺炎に対して積極的な交換輸血が奏効したと考えられた乳児例．第 27

回小児集中治療ワークショップ，大阪，2019，10． 

 

坂本正宗，大山宜孝，渡辺好宏，武下草生子：治療に難渋した難治頻回部分発作重積型急性脳炎の一例．

第 61 回神奈川小児疾患懇話会，横浜，2019，3． 

 

佐々木惠吾，伊藤秀一，町田裕之，稲葉 彩，東 聡美，大橋健一，松村舞依，大谷容子，花川純子，室

谷浩二，金綱友木子：補充酵素に対する抗体産生により、膜性腎症を発症した Pompe 病の男児例. 第

85 回関東小児腎臓研究会，東京，2019，3． 

 

志賀健太郎：低身長を契機に発見された男児中枢性性腺機能低下症の 1 例．第 27 回神奈川小児内分泌

懇話会，横浜，2019，3． 

 

清水博之：今シーズン Palivizumab の 8 月投与検証．神奈川 RSV 研究会，横浜，2018，2． 

 

清水博之：みんなで考える感染症対策. 聖園ベビーホーム感染症勉強会，藤沢，2019，2． 

 

清水博之：Microbiota の世界．藤沢市医師会生涯教育講演会，藤沢，2019，2． 

 

清水博之：冬に気を付けたい感染症～インフルエンザとノロウイルス～．藤沢市民病院がんサロン，藤沢，2019，

2． 

 

清水博之，渡邊眞一郎，増田 誠，西川正憲：サルモネラ菌血症 12 症例の臨床的検討. 第 85 回神奈川県

感染症医学会，横浜，2019，3． 

 

清水博之：妊婦が気をつけるべき感染症の最新情報．藤沢市産婦人科医会講演会，藤沢，2019，6． 

 

清水博之：乳幼児を中心に拡大した藤沢市の麻疹集団発生事例．麻疹振り返りの会，藤沢，2019，6． 

 

清水博之：乳幼児を中心に拡大した藤沢市の麻疹集団発生事例．第 2 回湘南 ICT ネットワーク，厚木，2019，

6． 

 

清水博之：麻疹の脅威～藤沢市集団発生事例の検証．緊急麻しん研修会，藤沢，2019，7． 
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清水博之：麻疹について知っておきたい知識．かるがも藤沢クリニック麻疹講演，藤沢，2019，8． 

 

清水博之：感染症と予防接種～急増中の麻疹を中心に～．全国病児保育協議会講演，横浜，2019，9． 

 

清水博之：血液培養 Best Practice．藤沢市民病院 ICT 勉強会，藤沢，2019，10． 

 

清水博之：ワクチンの重要性について再考しよう．藤沢市予防接種研修会，藤沢，2019，11． 

 

鶴岡洋子：体重増加不良により発見された新生児糖尿病の一例．第 25 回神奈川小児糖尿病研究会，横

浜，2019，11． 

 

出来沙織，稲葉 彩，出崎 緑，内村 暢，東 聡美，町田裕之，伊藤秀一：偶発的に貧血、腎機能障

害、高 K 血症が発見され、遺伝子検査で ADTKD-REN と診断した男子例．第 10 回東京神奈川小児腎

センターの会，東京，2019，6． 

 

出来沙織，稲葉 彩，出崎 緑，内村 暢，東 聡美，町田裕之，大谷方子，森貞直哉，野津寛大，飯

島一誠，伊藤秀一: ：偶発的に貧血、腎機能障害、高カリウム血症が発見され、遺伝子検査で

ADTKD-REN と診断した男子例．第 72 回神奈川腎炎研究会，横浜，2019，9． 

 

出崎 緑，稲葉 彩，西山邦幸，坂本正宗，神垣 祐，大杉康司，大山宜孝，東 聡美，渡辺好宏，町

田裕之，武下草生子，志賀健太郎，伊藤秀一，大谷方子，野津寛大：腎石灰化，低 Mg 血症を契機に診

断に至った遺伝性 Mg 喪失性腎症の一例．第 356 回日本小児科学会神奈川県地方会, 横浜，2019，3． 

 

高島博太，朱田貴美，鈴木裕二，小原真奈，伊波勇輝，小形亜也子，髙橋英里佳，矢内貴憲，本井宏尚，

塩谷裕美，只木弘美，福山綾子，鏑木陽一：副甲状腺機能亢進症の母体より出生した一過性副甲状腺機

能低下症の 1例．第 359 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，11． 

 

玉木愛乃，谷口遥佳，南澤有紀，鶴岡洋子，出崎 緑，出来沙織，沼沢慶太，山本亜矢子，内村 暢，

大山宜孝，渡辺好宏，稲葉 彩，武下草生子，志賀健太郎，伊藤秀一：胸膜生検により結核性胸膜炎と

診断された 12 歳男児．第 358 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，9． 

 

中澤枝里子，山下舞子，大砂光正，太田 陽，高尾知穂，冨樫勇人，杉山弘樹，永嶋早織，山口和子，

齋藤千穂，鈴木徹臣，立石 格，田中文子：13 歳で発症し冠動脈瘤を形成した不全型川崎病の 1 例．

Kawasaki Disease Meeting in Yokohama，横浜，2019，6． 

 

長井真理，安井正貴，山下舞子，佐々木惠吾，林 弘明，葛西健人，冨樫勇人，永嶋早織，山口和子，

斎藤千穂，鈴木徹臣，立石 格，田中文子：バスケットボール部中学生に発症した腸骨骨髄炎・腸骨筋

膿瘍の 1例．第 358 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，9． 
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中野裕介：失神に対する心エコー．第 21 回エコーウインターセミナー，松本，2019，2． 

 

中村陽一，渡邉直人，古家 正，橋場容子，河崎 勉，磯崎 淳，安藤枝里子，宮崎泰成，相良博典，足

立 満：多彩な病態を合併したアナフィラキシーの一例．第 1回日本アレルギー学会関東地方会，東京，

2019，3． 

 

中村陽一，渡邉直人，庄司俊輔，古家 正，橋場容子，磯崎 淳，安藤枝里子，河崎 勉，岡安 香，

山下ゆき子: 喘息発作と甲状腺機能亢進症の鑑別および併存が問題となった 2 症例．第 2 回日本アレ

ルギー学会関東地方会，東京，2019，9． 

 

成相昭吉：出雲から眺めた小児細菌感染症の動向．広島市小児科医会学術講演会，広島，2019，1． 

 

成相昭吉：気道感染症における漢方薬の役割～子どもに優しい対応を目指して～．第 122 回日本小児科

学会学術集会，モーニングセミナー，金沢 2019，4． 

 

成相昭吉：小児科におけるアデノウイルス感染症診療の実際と課題．第 20 回日本アデノウイルス研究

会，京都，2019，7． 

 

成相昭吉：インフエンザ診療の新たな展開－ワクチン接種，早期診断，そして速やかな治療介入を行う

ために－．奥出雲医師会講演会，奥出雲，2019，10． 

 

西村謙一，服部成良，村瀬絢子，大西 愛，原 良紀，伊藤秀一：当科 JIA 患者における, 関節破壊と

整形外科受診の実態．第 42 回横浜リウマチフォーラム，横浜，2019，1． 

 

西村謙一：若年性特発性関節炎の診断・治療と当科における移行期患者の現状 ～関節型 JIA を中心に

～．移行期医療連携の会 in Yokohama -小児期発症リウマチ性疾患-，横浜，2019，2． 

 

西村謙一：カナキヌマブ導入によりステロイドフリー達成後、MAS を合併した 2例．sJIA interactive 

meeting 2019，品川，2019，7． 

 

西村謙一：大量免疫グロブリン療法不応川崎病で紹介された患者における、川崎病以外の熱源の解析．

第 19 回横浜小児先進医療セミナー，横浜，2019，7． 

 

西村謙一：免疫グロブリン療法不応の川崎病への治療戦略．第 170 回 茅ヶ崎小児医療セミナー，茅ヶ

崎，2019，10． 

 

二町尚樹，藤田秀次郎，坂田雄祐，加藤愛美，谷村聡一郎，大坪みさき，川田愛子，池川 環，望月優

暁，林邉 廉，鈴木純平，玉那覇瑛太，渡邊季彦，市川和志，福島亮介，佐近琢磨，清水博之：産道感

染が疑われた新生児サルモネラ腸炎の一例．第 359 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，11． 



- 56 - 

 

橋場容子，中村陽一，渡邉直人，古家 正，磯崎 淳，河崎 勉，太田一樹，宮崎泰成，相良博典，足

立 満：プロゲステロン過敏症の一例．第 1回日本アレルギー学会関東地方会，東京，2019，3． 

 

平井祐士，内村 暢，鶴岡洋子，出崎 緑，出来沙織，沼沢慶太，山本亜矢子，大山宜孝，渡辺好宏，

稲葉 彩，武下草生子，志賀健太郎，伊藤秀一：急性腎障害を合併したネフローゼ症候群の 1例．第 359

回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，11． 

 

廣瀬綾菜，今川智之，後藤裕明： 蚊刺過敏症(HMB)から慢性活動性 EB ウイルス感染症(CAEBV)に至

り骨髄移植を施行した一例．日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019． 

 

鉾碕竜範：case で学ぶ先天性心疾患「複雑性先天性心疾患」．第 21 回エコーウインターセミナー，松

本，2019，2． 

 

鉾碕竜範：川崎病に対する心エコーのコツ．第 1回 KD Meeting in Yokohama，横浜，2019，6． 

 

町田裕之: 特発性ネフローゼ症候群に対する治療と管理．第 30 回横浜小児疾患研究会，横浜，2019， 3． 

 

宮澤拓哉，栗田大輔，秋山佳那子，遠藤美央，青木晴香，今井祥恵，増澤雷吾，柏崎佑輔，田中 晶，

安藤枝里子，磯崎 淳：横紋筋融解症を合併したマイコプラズマ肺炎の 1例．第 359 回日本小児科学会

神奈川県地方会，横浜，2019，11． 

 

望月優暁，加藤愛美，坂田雄祐，二町尚樹，谷村聡一郎，池川 環, 大坪みさき，川田愛子，鈴木純平，

林邉 廉，市川和志，藤田秀次郎，佐近琢磨，福島亮介，玉那覇瑛太，渡邊季彦：左胸水貯留に対して

ウロキナーゼ線溶療法を行った 2歳児例．第 358 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，9． 

 

矢内貴憲：麻疹患者発生後の院内対応の経験．横浜 General Pediatrics フォーラム 第 37 回横浜小児

感染症懇話会) ，横浜，2019，9． 

 

安井正貴，山下舞子，佐々木惠吾，長井真理，林 弘明，葛西健人，冨樫勇人，永嶋早織，山口和子，

斎藤千穂，鈴木徹臣，立石 格，田中文子：初発時発熱と血球減少を呈した急性リンパ性白血病の 5症

例の検討．第 359 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，11． 

 

山下舞子，上原健史，大砂光正，太田 陽，高尾知穂，冨樫勇人，中澤枝里子，杉山弘樹，永嶋早織，

山口和子，斎藤千穂，鈴木徹臣，立石 格，田中文子：遷延する頭痛、嘔吐を契機に診断された溶連菌

感染後急性糸球体腎炎（PSAGN）の 12 歳男児．第 357 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2019，

6． 
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山本亜矢子，大山宜孝，渡辺好宏，武下草生子，太組一朗，松本直通：KCNQ2 遺伝子変異を認めた早期

乳児てんかん性脳症の２症例．第 62 回神奈川小児神経懇話会，横浜，2019，11． 

 

横山詩子：動脈管は面白い！100 年前からの謎を解く. 横浜市立大学小児科リサーチ発表会，横浜，2019，

2． 

 

横山詩子：動脈管の閉鎖機序と今後の治療の展開．東京慈恵会医科大学大学小児科カンファレンス，東

京，2019，4． 

 

横山詩子，藤田孝之，梅村将就，齋藤純一，石川義弘：ニコチンの大動脈瘤発症に及ぼす役割ー動脈硬

化と大動脈瘤の病態生理ー．第 34 回喫煙科学研究財団平成 30 年度助成研究発表会，東京，2019，7． 

 

横山詩子：プロスタグランディン E 受容体 EP4 と動脈瘤形成. NCVC 第５回血管生理部セミナー，大

阪，2019，10． 

 

横山詩子：動脈管における PDEⅢの役割と閉鎖のメカニズム．第 60 回長野小児循環器談話会，松本，

2019，11． 

 

横山詩子：異種細胞間の相互作用による生理的・病的血管リモデリングの分子機序：動脈管と血管炎症

について．東京医科歯科大学小児科マンデーセミナー，東京，2019，12． 

 

渡邉直人，古家 正，橋場容子，磯崎 淳，河崎 勉，牧野荘平，中村陽一：アレルギー性咳嗽として

治療されていたシェーグレン症候群の 1例．第 1回日本アレルギー学会関東地方会，東京，2019，3． 

 

渡邉直人，古家 正，橋場容子，磯崎 淳，河崎 勉，牧野荘平，中村陽一：ベンラリズマブ 2回投与

で著効した重症難治性喘息の 1例．第 1回日本アレルギー学会関東地方会，東京，2019，3． 

 

渡邉直人，古家 正，橋場容子，庄司俊輔，磯崎 淳，中村陽一，岡安 香，河﨑 勉，牧野荘平：食

物摂取でアナフィラキシーを来したニッケルアレルギー疑いの症例．第 2回日本アレルギー学会関東地

方会，東京，2019，9． 
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【市民講座】 

小笹浩二：こどもの救急医療講座．横浜市港北区市民公開講座，横浜，2019，11． 

 

粟生耕太：身体の発達と病気．大和市ファミリーサホートセンター事業病児緊急対応強化事業研修会，

大和， 2019，9． 

 

粟生耕太：身体の発達と病気．大和市ファミリーサホートセンター事業病児緊急対応強化事業研修会，

大和，2019，11． 

 

磯崎 淳：乳幼児の食物アレルギー．横浜市中区医師会「市民医療講演会」，横浜，2019, 1． 

 

磯崎 淳：食物アレルギーの基礎知識．南区食生活等改善推進員研修会，横浜，2019，4． 

 

磯崎 淳：食物アレルギーの基礎知識．鶴見区保育士等研修「食物アレルギー研修」，横浜，2019，6． 

 

磯崎 淳：食物アレルギーの基礎知識．令和元年度横浜市こども青少年局放課後事業人材育成研修「食

物アレルギー研修」，横浜，2019，6． 

 

磯崎 淳：食物アレルギーの基礎知識．令和元年度横浜市学校保健会旭支部研修会，横浜，2019，7． 

 

磯崎 淳：学校における食物アレルギー対応．横浜市教育委員会第 1 回学校保健研修，横浜，2019，7． 

 

磯崎 淳：学校における食物アレルギーの対応．東京都大田区小学校養護教諭施設見学研修講演，横浜，

2019，8． 

 

磯崎 淳：食物アレルギーの対応．横浜市こども青少年局保育士等キャリアアップ研修会「アレルギー

研修」，横浜，2019，8． 

 

磯崎 淳，上原直子: 食物アレルギー基礎知識とアトピー性皮膚炎のスキンケア．横浜市児童養護福祉

施設「アレルギー研修」，横浜，2019，9． 

 

磯崎 淳: 食物アレルギーの基礎知識．令和元年度横浜市こども青少年局放課後事業人材育成研修「食

物アレルギー研修」，横浜，2019，10． 

 

磯崎 淳: 食物アレルギーについて知る！～こどもの食物アレルギーにどう向き合うのか．令和元年度

横浜市ぜん息等予防講演会，横浜，2019，11． 

 

磯崎 淳: 幼稚園における食物アレルギーへの対応．横浜市幼稚園協会アレルギー研修会．横浜，2019，

12． 
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岩本眞理：こどもの病気とけがの話．神奈川区小児救急医療講演会，2019，10. 

 

岩本眞理：こどもの病気とけがの話．鶴見区小児救急医療講演会，2019，11. 

 

柏崎佑輔: 食物アレルギー．横浜市南部児童相談所一時保護所研修会，横浜，2019，6． 

 

柏崎佑輔: 食物アレルギー．横浜市西部児童相談所一時保護所研修会，横浜，2019，7． 

 

齋藤純一，横山詩子：へその緒から作る人工血管 心臓病の子供たちに成長する人工血管を届けたい．

市民講座「細胞エクササイズで頑丈な人工血管を作ろう！」，横浜，2019，3． 

 

志賀健太郎：小児の糖尿病“うまくいかなかったことからわかったこと”．静岡小児糖尿病・代謝内分

泌研究会，浜松，2019，2． 

 

志賀健太郎：こどもの糖尿病．市民医療講演会，横浜，2019，7． 

 

清水博之：検査で分かること～体の基本情報を知りましょう～．藤沢市民病院公開講座，藤沢，2019，10． 

 

只木弘美：食物アレルギーに対する対応～保育園編～．保育所における食物アレルギー研修会，大和市，

2019，2． 

 

只木弘美：食物アレルギーに対する対応～保育園編～．保育所における食物アレルギー研修会，大和市，

2019，3． 

 

田中 晶：食物アレルギー．横浜市北部児童相談所一時保護所研修会，横浜，2019，5． 

 

田野島玲大：邦人の小児期予防接種と追加接種について．日加ヘルスケア協会・在バンクーバー日本国

総領事館共催「おとなの予防接種」，バンクーバー，2019，12． 

 

早野聡子：食物アレルギーに対する対応~学校編~．学校における食物アレルギー研修会，大和，2019，

８．（3日間） 

 

町田裕之：夜尿症～子どものおねしょはいつから治す?～．横須賀共済病院市民公開講座，横須賀，2019，

7． 

 

横山詩子：細胞をトレーニングしたら頑丈な血管ができた！細胞から血管を作る加圧トレーニングのレ

シピを発見．市民講座「細胞エクササイズで頑丈な人工血管を作ろう！」，横浜，2019，3． 

 

横山詩子：知っておきたい血管の病気「大動脈瘤」．東京医科大学令和元年度後期健康講座，東京，2019，

11． 
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【取材協力】 

 

伊藤秀一：新生児の黄疸チェック．秋田さきがけ新聞，2019，2，11． 

 

伊藤秀一：新生児黄疸皮膚を測定．福井新聞，2019，2，19． 

 

伊藤秀一：新生児の黄疸早期発見．神戸新聞， 2019，2，23． 

 

伊藤秀一：新生児用血液センサー開発．山梨日日新聞， 2019，2，25． 

 

伊藤秀一：新生児向けセンサー開発．宮城日日新聞，2019，2，26． 

 

伊藤秀一：新生児の黄疸をチェック．京都新聞，2019，3，5． 

 

伊藤秀一：皮膚に装着、黄疸を測定．山陽新聞， 2019，3，5． 

 

伊藤秀一：新生児の肌に装着、黄疸を測定．岐阜新聞，2019，3，16． 

 

伊藤秀一：新生児黄疸簡単計測．読売新聞，2019，3，18． 

 

伊藤秀一：肌に装着、黄疸測定．静岡新聞， 2019，3，19． 

 

伊藤秀一：WEB 共同通信 47NEWS 皮膚に装着、黄疸を測定 新生児向けセンサー開発．医療新世

紀，2019．  

 

伊藤秀一：小児・6 歳女児。発熱、咽頭痛、皮疹．日経メディカルクイズ，2019． 

 

清水博之：りんご病流行 妊婦は特に注意を． NHK，2019，1，21． 

 

清水博之：あなたは大丈夫？大人の風しん．藤沢ケーブルテレビ，2019，8，19-23． 
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【報告書】 

 

北村勝彦：令和１年度：横浜市感染症発生動向調査事業概要．研究報告書． 

 


